
協定留学近況報告書 

記 入 日 2017年 10月 28日 

留 学 先 大 学 パリ・ディドロ(パリ第7)大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：     ，（現地言語での名称）：      

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2017年9月－2018年6月 

明 治 大 学 で の 所 属 理工学部建築学科     専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部4年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

基本的には過去の協定留学報告書を読んで情報を集めた。渡航前に留学先大学からメールで指示が届いていたので、 

困ることはなかった。 

 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ） ※詳細に記入して下さい 

ビザの種類：長期滞在用学生ビザ 申請先：在日フランス大使館 
ビザ取得所要日数：約 1週間 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：約 4000 円 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

ビザ申請書 パスポート OFII の書類 

 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

Campus France に登録後、大使館に行く。基本的に予約必須。週に一回、予約不要の交換留学生専用の日がある。 

 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

      

 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

予約不要日には多くの交換留学生が並ぶため、早めに行く。 

 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

携帯電話の SIM ロック解除。 

 



 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 シンガポール航空 

航空券手配方法 
楽天トラベル 

 

大学最寄空港名 シャルルドゴール空港 現地到着時刻 7 時 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他                      

移動の所要時間 約 2時間 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

空港から市内までは電車が通じているので、手荷物が少なければそれで移動することが可能。 

大学到着日 8 月 30日 14時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 CROUSの本部にて手続き後、自分の寮に移動し入寮。入寮開始日より早く行ったが、運良く入寮

できた。詳しくは渡航前に大学からメールで届く。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

トラブルなし。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 9 月 8日 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 大講義室にて留学生全員に説明。授業登録方法、大学との提携機関など。 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ あった  なかった 

授業開始日 9月 18日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

移民局に書類を送ってしばらくすると呼び出し状が届く。指定の日に赴き、健康診断を受けたのち、滞在許可証がもらえる。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

ImagineR という定期券の発行。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

LCL 銀行。LCL ピラミッド支店は日本語が通じるので、そこで開設した。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

Orange という携帯電話会社のプリペイド携帯。店舗にて購入。一ヶ月ごとにチャージが必要。 



 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（     月     日頃） 

    オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（9月 11日頃） 

    オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

留学生用のフランス語授業が約 2週間ある。留学生には履修登録アドバイザーからメールで履修方法が届く。 

履修科目の分野ごとに登録する事務室が異なる。オリエンテーション時に渡される紙に履修希望授業を書き、各事務室で

履修登録。定員オーバーの場合は、所定の小さな紙に先生からのサインをもらうことで履修可能。 

留学生用フランス語授業はインターネットにて行う。 

 

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

 

 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                                          

8:00 
                                          

9:00 
授業 授業 授業 授業                   

10:00 
↓ ↓ ↓ ↓                   

11:00 
↓ ↓       ↓                   

12:00 
                                          

13:00 
                                          

14:00 
                                          

15:00 
      授業 授業                         

16:00 
      ↓ ↓                         

17:00 
            ↓       日仏交流             

18:00 
                        ↓             

19:00 
                        ↓             

20:00 
                        ↓             

21:00 
                        ↓             

22:00 
                        ↓             

23:00 
                                          

24:00 
                                          



 
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

パリ・ディドロ大学は比較的新しい大学であるため、各種登録システムがしっかりしています。手続きに関しては心配ないと思

います。授業開始前に留学生用に語学授業が設けられているので、フランス人よりもまず、様々な国から来た留学生と触れ

合う機会の方が多かったです。なので、はじめは英語を使う機会の方が多かったです。授業に関しては、基本的に学部 1年

生の授業はしっかり復習すればついていくことができています。しかし、学部2年生の授業は、より専門性の高い内容であり、

本を何冊か読まなければならないため、理解に時間がかかっています。比較的に留学生も多く、先生たちもそのことには慣

れています。生活については、フランスは日常品が比較的に安いので、贅沢するところと節約するところを分けて生活してい

ます。困ったのは、初めはすべての郵便物を寮の管理人さんが管理しており、それに気がつかなかったことです。インターネ

ットの情報で、フランスは郵便物がなかなか届かないと思い込んでいたので、その情報をむやみに信じていたことが失敗点で

す。 

 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

留学に向けての準備は一つずつクリアしていけば問題ないと思います。私は、かなり怠ける性格なのですが、一つずつクリア

していくことで、ある程度コントロールできるようになっているのではないかと思います。私の場合、留学に対して目的を持っ

て、それだけはしっかりまっとうしようと思っています。あとは、おまけで。本当は、これが欲しいのですが。欲張りましょう。頑張

って下さい。 

 


